2012年3月11日
東日本大震災から一年を迎えて
ひとりひとりの力を結集してこそ、この試練を乗り越えられる
全日本自治団体労働組合
中央執行委員長　徳永秀昭
　3月11日、東日本大震災から一年を迎えました。改めて大震災によって亡くなられた犠牲者のみなさまに、心から哀悼の意を表するとともに、すべての被災者のみなさまに心よりお見舞いを申し上げます。
復興庁なども設置され、基本的な復興への方向性が示されてきましたが、被災地域においては、雇用の場が確保されないなど、課題が山積する中で復興への実感がもてない状況にあります。何より復興の拠点となる自治体の再生を急ぐことが重要であり、被災地で働く自治体職員が中心となって、自治体再生を果たさなければなりません。地域の再生に不可欠な土木・建設や医療などの専門職種は、恒常的な人員不足の状態が続いており、予算は確保されているものの執行体制が整っていないことから、人材の確保と中長期的な行政支援の仕組みの確立が必要です。同時に、自治体職員が長く働き続けられるような職場環境づくりやメンタルヘルスケア対策などを行うことが大切です。
また、今回の原発事故により原発の安全神話は崩れました。国のエネルギー政策を転換し、脱原発社会の実現にむけて連合とともに全力で取り組んでいかなければなりません。
この一年間、被災しながらも、昼夜を問わず地域の住民のために働く組合員、放射能汚染との先の見えないたたかいの中にある組合員の苦悩に、全国の仲間が思いをよせてきました。大震災、福島原発事故からの復興、再生を成し遂げるためには、ひとりの力では限界があります。しかし、自治労83万の組合員のひとりひとりの力を結集すれば、この試練を乗り越えることができると私は信じています。
被災地のことを思う全国の組合員と、被災地で頑張り続ける組合員が、お互いに信頼関係を築きながら、復興と再生にむけて全力で取り組んでまいりましょう。私も先頭に立って頑張る決意です。
ともにがんばりましょう。
